
Ⅲ 青少年教育 

１ 南砺市放課後子ども教室・南砺市土曜学習推進事業の概要 

（１） 趣 旨 

  子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するため、子

どもたちの安全・安心な活動拠点づくりが求められている。 

  このことから、「放課後子ども教室推進事業」及び「土曜学習推進事業」により、市内の

各校区において、放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用しながら地域の方々の参画

を得て、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取り組

みを推進する。 

  「放課後子ども教室推進事業」については、こども家庭庁の「放課後児童健全育成事業」

（放課後児童クラブ）と一体的あるいは連携した総合的な放課後対策「新・放課後子ども

総合プラン」の一環として実施する。  

（２） 事業内容 

① 放課後子ども教室・土曜学習推進事業の実施 

放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して、地域の方々を推進員やボランティ

アとして配置し、スポーツや文化活動、学習活動など学ぶ意欲のある子どもたちへの場

を提供する。令和５年度は９小学校区８中学校 10 教室で実施。 

② 放課後子ども教室・土曜学習推進事業の委託 

土曜学習推進事業の井波（１教室）・中学生の教室をのぞいて各地域の総合型地域ス

ポーツクラブ等に委託して実施する。 

（３） 開催教室 
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学びの遊び（ﾊﾞｽｹｯﾄ作り） 

夏休み（写生会） 

軽スポーツ（フープリレー） 

茶道教室（１年生 盆略） 

２ 放課後子ども教室推進事業 
 
（１）五箇山放課後子ども教室 

 運営：たいらスポーツクラブ 
 

① 事業の概要 

〇日  時 毎週火曜日 （年間 33 回） 

14 時 40 分～17 時頃 

〇場  所 平若者センター「春光荘」 

平文化複合施設アリーナ 

〇登録者数 27 名 

〇参加人数 毎回 18 名程度 

〇活動内容 

『茶道』『軽スポ―ツ』『学びの遊び』のプログラムを実施している。 

指導者は専門的な知識や特技、放課後児童支援員の資格を持たれている、地域の方々にお願いしている。 

さまざまな体験活動や地域住民、異学年との交流を図ります。 

■茶道教室■ 

席入りの仕方、袱紗捌き、茶杓の扱い方、棗の清め方、 

１.２.３年生 盆略点前、４年生 茶箱点前、５.６年生 風炉薄茶点前 

■軽スポーツ■ 

   コーディネーショントレーニング、球技、リレー等 

色々な鬼ごっこ、体力測定、レクリエーション 

  ■学びの遊び■ 

   今年もよろしく集会、感謝カード作り、ビンゴ大会 

   宿題会、平地域文化祭展示作品作り（2024 カレンダー・ハンコ作り） 

  ■イベント■ 

   夏休み：写生会 

   12 月：クリスマスクッキーをデコっちゃお♪ 

 ３月 ：６年生「卒業茶会」 

② 子供や保護者の感想 

（子供） 

・宿題会を増やしてほしい！ 

・毎回、軽スポーツの最後は鬼ごっこがしたい！ 

・クリスマスクッキーがすごく美味しかった！また作りたい！ 

（保護者） 

・子ども達が作ったカレンダーが、個性的で素敵でした。 

 毎月、楽しみに飾っています。 

・茶道教室では、保護者では体験させてあげられない本格的な 

茶道や作法を教えていただけ、嬉しく思う。 

③ 成果と課題 

・年々、参加人数（児童自体）が減少している中で、活動内容の 

見直しや体制を考えていかなければならない。 

・今年度は初めて写生会を夏休みに開催した。外でのびのびと描く姿、 

子ども達の集中力に驚き、好評だったので次年度も継続していきたい。 

・コロナ禍もあけ、次年度新一年生の体験日も設けることが出来た。 
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（２）ふくの元気っ子教室 

   運営：特定非営利活動法人ふくのスポーツクラブ 

 

① 事業の概要 

〇日  時 毎週火曜日（年間 25回） 

      午後３時 30 分～午後５時 20 分 

〇場  所 南砺市福野体育館 

〇登録者数 11 名 

〇参加人数 10 名程度 

〇活動内容 

 放課後体育館に集まり、着替え、宿題を済ませ、活動までの 

時間はドッヂボールやサッカー、読書などをして過ごす。 

16 時 30 分より活動を実施。タグラグビーをメインに様々な 

種目のルールを覚え、練習や試合をして楽しむ。 

 

② 子供や保護者の感想 

（子供） 

 ・最初は難しかったけど、得点を決めたり、タグをとったりす   

ることができて嬉しかった。 

 ・タグラグビーの他に、鬼ごっこやパスゲームなど色々な運動  

遊びができて楽しかった。 

 ・違う学年のお友達がたくさんできて嬉しかった。 

（保護者） 

 ・放課後は、両親とも共働きで家に誰もおらず、宿題を 

見ていただいたり、運動をさせていただけるので助かる。 

   ・地域密着の教室なので安心して子供を預けられる。 

   ・名前とは裏腹に安全性の高いスポーツで、礼儀作法の習得や 

体力の向上に繋げるにはいい活動だと感じた。 

    

③ 成果と課題 

・学年の差や、性別の差に配慮しながらルールやチーム編成を模索しながら活動を行った。 

・一つの競技の中でも、走るのが得意（苦手）な子がいたり、タ                    

グを取るのが得意（苦手）な子がいたり様々で、その子にあった指

導やケアをしていくことが大切だと感じた。 

・年間を通しての活動なので、活動の後半には子供たちに主体性を                  

持たせて自主性を尊重する取り組みをしてみるのも子供たちの可

能性を広げるためには必要かなと感じた。 

・年々申込の人数が減ってきているため、チラシの配布に加え、SNS

の活用や、各種イベントでの活動内容の発信を、特に共働き世帯を

中心に強化していきたい。 

 
自由時間の様子 

 

教室中の様子 

 

教室中の様子 
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（３）井波放課後子ども教室 

   運営：特定非営利活動法人アイウェーブ 

 

① 事業の概要 

〇日  時 令和５年６月～令和６年２月 

      木曜日 午後２時 40分～３時 40 分(年間 20 回) 

〇場  所 井波小学校体育館、井波総合文化センター 

〇登録者数 17 名 

〇参加人数 毎回 15 名ほど 

〇活動内容 

 ・運動あそび(コーディネーショントレーニング、ＡＣＰ、 

リレー、ボールあそび、ドッヂビー 他) 

 ・文化活動(廃材を利用した工作づくり・あそび、おりがみ、 

巨大ちぎり絵 他) 

  

 

② 子供や保護者の感想 

（子供） 

 ・走るのが一番になった。 

 ・ボールが上手に蹴れるようになった。 

 ・ジャベリックボールをまたやりたい。 

 ・糸でお人形を作りたい、お化け屋敷を作りたい。 

 

（保護者） 

 ・子どもが家に帰ってきて、楽しそうに活動の様子を話してくれる。 

 ・以前よりも身体を動かすのが、好きに(得意に)なったように感じる。 

 

 

③ 成果と課題 

・子どもたちが元気いっぱい、楽しそうに活動しているのを見                   

て、子どもたちの居場所づくりになっていると感じている。 

・今年度は女子児童の参加が多く、文化活動はどの回も積極的                   

に参加をしていた。運動あそびではスポーツ種目よりも、な

わとびやフープなどの簡単な内容が好まれたように感じる。

主に低学年を対象としているので、子どものニーズを探りな

がら、今後はチャレンジ種目的な内容も取り入れていきたい。 

・放課後の学校開放を利用し、定期的に体育館での活動を行っ

ているが、学校行事や急な日課の変更等により、会場が使え

ないことがあるので、より一層学校とコミュニケーションを

とる必要がある。 

 

 

フラフープを用いたコーディネーショントレーニング 

廃材(牛乳パック)を利用した羽子板づくり・あそび 

ニュースポーツ体験(ボッチャ) 
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（４）元気子ども教室 

   運営：特定非営利活動法人なんと元気 

 

① 事業の概要 

〇日  時 毎週木・金曜日（年間 79回）  

午後３時～午後６時 

〇場  所 井波児童館「きぼりっこ」 

〇参加人数 毎回 40 名程 

〇活動内容 

・放課後、児童館に来る子供達に宿題等で分からないところ 

があれば、子どもの目線に立ち、理解できるようにお手伝い 

する。 

  ・宿題に限定せず、良い話し相手になってあげれるよう、 

  心掛けている。 

 

 

② 子供や保護者の感想 

（子供） 

 ・教室がある日が楽しみ。 

 ・分からないところを教えてもらえて嬉しい。 

 

（保護者） 

 ・宿題をして帰ってくるようになった。 

 ・教室がある日を楽しみにしている。 

 ・もっと日を増やして欲しい。 

 

 

③ 成果と課題 

 

・子供達が、教室を利用して宿題をしてから遊ぶという習慣 

が少しずつ付いてきている。 

・はきはきと物怖じせずに会話する子供が増えてきているよう 

に感じる。 

 

 

 

 
 

学習の様子（３） 

学習の様子（１） 

学習の様子（２） 
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(５) 「マナーキッズ sports」 

   運営：特定非営利活動法人クラブＪｏｙ 

 

① 事業の概要 

〇日  時 毎週月曜日（年間 15回）  

午後４時 30 分～午後５時 30分 

〇場  所 城南屋内グラウンドアリーナ・フィットネスルーム 

      会議室・城端中学校周辺 

〇登録者数 ７名 

〇参加人数 毎回 ほぼ全員参加 

〇活動内容 

 城南パークを走ったり、自然を使った文化活動を取り入れたりして 

遊びました。 

 

 

② 子供や保護者の感想 

（子供） 

 ・毎回楽しい。 

 ・外で沢山遊べた。 

 ・クリスマスリース作り楽しかった。 

（保護者） 

 ・毎回楽しみにしていた。 

 ・帰りの迎えに遅れた際、スタッフが丁寧に対応してくれた。 

 ・活動で作ったリースの作品を、クリスマスに飾っていた。 

 ・来年度も参加させたい。 

 

 

③ 成果と課題 

・毎回の出席率が良かった。 

・Joy まつりの飾りつけを子ども達と一緒に行い、当日 Joy まつ 

  りのイベントで半分以上の生徒が来た。 

・マナーキッズ sports から、スポーツ少年団に加入した子が 

いた。 

・昨年の３年生９名が卒業し、一気に人数が減少した。新規の生                     

徒を増やす為、学習発表会にマナーキッズ sports のブースを

設けた。 

 

ひょうたん島ゴロゴロ 

 

リース作り 

 

学習発表会 

15



３ 土曜学習推進事業 

 

（１）桜ヶ池ネーチャースクール 

   運営：桜ヶ池ネーチャースクール実行委員会 

 

 ① 事業の概要    

 〇 日  時  年間 12 回 毎回土曜日 
       概ね午前９時～12 時(正午) 
 〇 場  所  南砺市桜ヶ池とその周辺 
 〇 登録人数  年間公募制 39 名 
 〇 参加人数  年間概ね 65％ 
 
② 活動内容 
 本年度は３月初旬に年間企画打合せをおこない、コロナ感染症の流行などを

見極めながら計画に沿った活動に努力することを決めた。 
 感染症の予防対策に留意し定員数の制限(30 名)と決めたが、結果は前年度同

様定員オーバーとなった。 
 参加者は南砺市内の小学３年生～６年生を対象とし、桜ヶ池周辺の四季の移

り変わりや動植物の営みを観察し、物づくりを通じて自然環境の大切さを学ぶ。 
 スタッフはナチュラリスト、元教育関係者、自営業、農業者、ネーチャース

クール ОB の 20～80 才代で構成されている。また、開催毎に企画打合せをおこ

ない、現地調査など安全確認をしている。 
 
 〇 事業内容 
 毎回、参加児童の楽しかった事や新たな発見、疑問に感じた事、上手くいか

なかったこと等を一人ひとりが感想文にまとめ発表する事で問題点を共有しチ

ームワークの輪を広げる。感染症の影響も少なかったような気がする。 
 
③ 成果と課題 
 ・活動場所には自然の教材が豊富にあり、その教材を有効活用したい。 
 ・遊びや学びを通じて自然環境の大切さを伝えたい。 
 ・スタッフの若返りが急務かなと感じる。 
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（２）上平週末子ども教室 

   運営：上平週末子ども教室実行委員会 

 

① 事業の概要 

〇日  時 冬季毎週土、日、祝、冬休み（計 25回）  

午前９時～12時 

〇場  所 たいらクロスカントリー場、タカンボ―スキー場、たいらスキー場 

〇登録者数 20 名 

〇参加人数 毎回ほぼ全員 

〇活動内容 

 地元スキー指導者によるクロスカントリースキー、アルペンスキー教室を行っています。基礎スキーや 

歩くスキーの基本技術を練習しています。 

 

② 子供や保護者の感想 

（子供） 

 ・スキーが段々上手になってできなかった滑り方が出来るようになってうれしい。 

 ・いろんなコースで滑れるので楽しい。 

 ・友達と外で体を動かすのが楽しい。 

（保護者） 

 ・冬場は中にこもりがちですが、外で活動するので大変ありがたい。 

 ・スキー教室に参加してから、外で遊ぶことが増えた。 

・スキーの基本が教えてもらえるので良いと思います。 

 

③ 成果と課題 

・冬季の活動なので今後も参加児童の健康面に気を付けて活動したい。 

・冬場は外での活動が減るので、冬季にできるスポーツは、体力向上に繋がっています。 

・児童数の減少で教室の登録者人数が年々減ってきている。 

スキーの楽しさを伝えられるように、活動内容を工夫していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスカントリースキー教室 アルペンスキー教室 
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①事業の概要                       

自主学習タイムの後、その日の活動や自由遊び。片付けと掃除後に終了。 

 様々な体験活動を行い毎年恒例の内容も沢山あるが、板金職人さんのご協 

力で、今年初「板金アート」を行うことができた。板金について職人さんか 

らお話を聞いたり、銅板の特性を活かして作品を作ったりすることができた。 

紙にデザインを描いて銅板に重ね、線をなぞりながら跡をつけ、線の太さ 

を調整したりマジックで塗りつぶしたりして職人さんに持っていく。特殊な 

液に浸けてもらい拭き取ると、マジックで描いたところだけが銅板色に残っ 

て輝くデザインが浮かび上がった。額に入れると、年齢や得手不得手に関係 

なく、どれも味のある芸術的な作品となった。 

近年、続けて取り入れている「防災」に関する活動。今年は企業のご協力 

もいただいて、実際に備蓄されている防災食を試食する体験が出来た。 

初めに、災害とは何か、災害の時にはどんな困ることが起きるか、その為 

に備えておくことの説明や、元気を出して生きる為に重要な食べることにつ 

いてお話を聞いた。災害時には、火が使えず食器も無いことがあるので、水 

だけで作れたり手を汚さずに食べれたりする防災食があることも教えていた 

だいた。今回はお湯だけで出来る防災食を体験。各自でお湯を入れたり湯煎 

したりして、出来上がるまでの時間には「災害時○×クイズ」に挑戦。自分 

で考えたり相談したりしながら○か×に移動して、正解が分かった時には声 

を上げて喜んだり悔しがったりと年齢を超えて盛り上がった。 

 軽くてコンパクトだった防災食は、出来上がってみると温かくて、とても 

ボリューム満点。お腹いっぱいの十分なお昼ごはんとなった。 

 クイズや試食と、楽しみながら防災について学ぶ機会となった。 

 寺子の年明け活動初日には、お正月の能登半島地震の話題となり、もし 

寺子の活動中に地震が起こったら、どのように対応し避難するかをみんなで 

再確認してから活動を開始した。 

②成果と課題 

・今年度も地域の方々の温かいご協力で子どもたちは沢山の活動を行うこ 

とが出来た。 

・人と人との関わりの中で地域の歴史や文化、郷土の良さや昔から伝わる 

遊び等に触れ、つなげていく活動を続けていきたい。 

○ 日  時  長期休業中 午前 8 時半～12 時半

○ 場  所  寺院（真教寺） 

○ 登録者数  ６０人 

○ 活動内容   

瑞泉寺太子伝会

初釜

板金アート

防災食体験
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運営：南砺市教育委員会（寺子こどもえん）

３

60

８



 

（４）サタスポ 

   運営：いのくちスポーツクラブ 

 

① 事業の概要 

〇日  時 土曜日 （14 回） 

午前９時～午前 11 時 

〇場  所 おもに井口地域内 

〇登録者数 19 人 

〇参加人数 平均 ５～６人前後 

 

〇活動内容 

 南砺つばき学舎１年生～６年生を対象として活動して 

 いる。 

「レクリエーション」・「ものづくり」・「農業」などに挑 

戦しています。 

  

 

② 成果と課題 

・保護者の方の協力を得て、さまざまな活動を行うことが 

できた。 

・引き続き「臨床美術」に取り組みました。 

保護者や地域の方、南砺つばき学舎の７年生～９年生の 

参加がありました。 

子供たちの大胆な色使いに刺激を受けながら大人の方も 

楽しんで参加してもらえました。 

・楽しんで参加してもらえるよう活動内容を工夫していき 

たい。 

 

 

 

 

 

ドラゴン屏風 

ヒスイ海岸でヒスイを探そう 

あじさいを描こう 
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（５）中学生学習支援事業 

   運営：南砺市教育委員会 

  

① 事業の概要              

○ 日 時   

・夏休み ８月４日・５日・16 日、17 日 各日２会場で計８回実施 

・冬休み 12 月 26 日・28 日 各日２会場で計４回実施 

 ・時 間 ９時～12 時の部 

      13 時～16 時の部                     

 

○ 場 所   城端伝統芸能会館「じょうはな座」 

        福野体育館 

        福野文化創造センター「ヘリオス」 

        地域包括ケアセンター 

        南砺市役所 別館 

 

○ 対象学年  中学３年生                    

 

○ 参加人数   

・夏休み 23 名（延べ 42 名） 

・冬休み 18 名（延べ 20 名）     

                                        

○ 活動内容   

南砺市内の中学３年生を対象に学習支援活動を実施。 

将来教師を目指す富山国際大学生が、苦手科目の 

テキストを持参した生徒たちを優しく指導した。 

参加者は互いに刺激し合いながら学習の意欲向上を図り、    

生徒の学力向上と学生のスキルアップの両面での相乗効 

果が期待される事業であった。 

 

 

②参加者の感想 

・普段もくもくと勉強する機会がないので、とてもはかどった。今後も参加したいと思いました。 

・丁寧に一つひとつ教えてもらうことができて嬉しかった。 

・分からないところや、解き方を教えてもらえた。 

理解できなかった問題が理解できるようになった。 

・分からなくても教えてくれる人がすぐ側に居たため、安心して勉強に取り組むことができた。

・教え方がすごく上手でわかりやすかったです。ありがとうございました。 

・家より集中して勉強できました！  

 

 

③成果と課題 

・４会場で夏休みと冬休みに実施し、より多くの方に参加していただけるよう日程調整を行った。 

・大雪の影響で冬休みの日程が２日間中止となってしまった。 

・コロナ禍も明け、昨年度より参加人数が増加した。 

 

井波会場 

福光会場 
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４　子供体験活動  

分野 教　室　名 実施期間 時　間 会　場 回数 定員
参加者

数

伝
統

芸
能
塾

平・上平教室 ６月～10月 19:30～21:00 春光荘他 ８ 40 243
(のべ）

ねん土と友だち（陶芸） 6/3、17、7/1
９：00～10：15
10：45～12：00

福野精一窯 各３ 各16
22
30

ロボット体験教室 ８/16,17,18 13:00～16:00 井波総合文化センター 各３ 10 ６

みんなの科楽 ８/７ ９：00～11：00 地域包括ケアセンター
富山国際大学南砺サテライト

１ 12 11

世界に１つだけの器
を作ってみよう！
（陶芸体験）

７/30、８/20 ９：30～11：00 城端陶芸工房 ２ 15 15

スターウォッチング
7/21、8/18、
9/15、10/20

19：30～20：30
19：00～20：00
18：30～19：30

埋蔵文化財センター別館 ４ － 50
(のべ)

カヌー＆ボート教室 ８/11 ９：30～12：00 桂湖ボート場 １ 15 15

ボルダリング体験 12/27
９：00～10：20
10：40～12：00

桜ヶ池クライミングセン
ター

各１
各
15

15
15

チ
ャ

レ
ン
ジ

自
然
塾

　南砺市の豊かな自然と文化に根ざす、たくましいからだと豊かな心をもつ青少年を育成するため、
「子ども伝統芸能塾」、「週末子ども文化塾」、「チャレンジ冒険塾」の三つの分野でさまざまな体験
活動プログラムを展開した。また、子ども伝統芸能塾を除くすべての教室は、市内全小学生に対して募
集を行い、だれもが参加できる機会を設けた。

　南砺市には、平家の落人の哀愁を奏でる「麦屋節」や1400年前から歌い継がれる「こきりこ」をはじ
めとする国選択無形民族文化財の「五箇山民謡」があり、これら伝統芸能を未来へ伝承するために、小
中学校と連携して放課後や長期休業中に、平、上平地域において芸能塾を開催した。

　平成14年度から完全実施された学校週５日制に対応して、旧町村では合併前から、地域で子どもを育
てる環境の整備を進めてきた。こうした週末や長期休暇中のさまざまな活動の取り組みでは多くの文
化・スポーツを指導する地域人材が関わっている。これら地域人材の教育力を生かした文化的体験活動
プログラムとして、豊かなこころと感性を伸ばすことを目的に４つの文化塾を開催した。

(１) 子ども伝統芸能塾　【むぎや踊りや民謡を伝承する伝統文化教室】

(２) 週末子ども文化塾　【さまざまな文化活動をとおして豊かなこころを育む文化教室】

(３) チャレンジ自然塾　【野外での多様な自然体験を通し積極的な行動力を育む体験教室】

  南砺市は、豊かな自然と体験活動施設を有している。これらのフィールドや施設で、週末や長期休暇
中にさまざまな自然体験活動プログラムを実施し、普段の学校生活や日常生活では得られない体験活動
をすることにより、たくましい体と探究心を育てることを目的に３つの自然塾を開催した。

週
末
子
ど
も
文
化
塾

ねん土と友だち カヌー＆ボート教室
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市全体 城端 平・上平 利賀 井波 井口 福野 福光

10:00
～11:30

10:00
～11:15

10:00
～11:00

10:00
～11:30

10:00
～11:00

10:00
～11:30

10:00
～11:30

城端伝統
芸能会館

「じょうはな座」
上平交流センター

利賀複合
教育施設
アーパス

井波総合
文化ｾﾝﾀｰ

いのくち
椿館

福野文化
創造ｾﾝﾀｰ

「ヘリオス」

ＪＡ福光
中央会館

男 173 27 6 0 26 4 51 59

女 183 23 7 4 39 1 51 58

計 356 50 13 4 65 5 102 117

3

4

開式の辞

国歌斉唱

式辞

祝辞

記念品贈呈

祝電披露

謝辞

閉式の辞

記念撮影

思い出のスライ
ド

ｺｰﾗｽｸﾞﾙｰﾌﾟの合
唱

思い出のス
ライド

二十歳の
抱負発表

思い出のス
ライド

思い出のス
ライド

二十歳の
抱負発表

二十歳の
抱負発表

二十歳の
抱負発表

2

5　二十歳の集い

○令和６年　南砺市二十歳の集い実施状況　　実施日：令和６年１月７日（日）

地域

1

実施時間

会　　場

参
加
者

知事
メッセージ

知事メッセージを印刷し、各会場に掲示

配布物

 
 
 ○式次第（しおり）　　　○人生とお金の知恵　　○消費者トラブルミニ事例集

 ○若者選挙ネットワーク　短歌＆クイズ　　○住みたい南砺応援金・奨学金返還支援金

 ○南砺でつながるＵ35交流会のお知らせ

 ○女性の健康とライフバランス講座

 ○子宮頸がん予防（ＨＰＶ）ワクチンについて

 ○南砺市Instagramはじめました

 〇南砺市交通安全協会除菌ウェットティッシュ

 ○献血ティッシュ　　○ＮＡＮＴＯくんステッカー

同左 同左 同左同左

その他

5 式典等

同左 同左 同左

謝辞は、
二十歳の
抱負発表
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